
1
8
i

の
日
附
が
九
月
仕
四
日
ミ
掲
ぴ
た
幾
つ
か
の
暦
が
あ
っ
て
大
分
迷
惑
を

受
け
た
人
々
が
あ
っ
た
襟
に
聞
い
て
み
る
。

　
勿
論
皇
験
祭
に
つ
い
て
は
、
事
　
皇
室
に
關
す
る
ミ
こ
ろ
で
あ
り
我

々
の
兎
角
申
し
上
げ
る
筋
合
の
も
の
で
な
い
こ
ざ
は
明
ら
か
で
あ
る
け

れ
さ
も
，
我
々
六
千
萬
臣
民
に
封
し
租
先
崇
舞
の
範
を
示
さ
せ
給
ふ
大

御
心
を
逡
奉
し
奉
る
に
つ
け
て
春
季
は
三
月
二
十
一
日
－
こ
し
秋
季
は
九

月
二
＋
三
日
い
ふ
風
に
、
二
季
の
皇
露
祭
の
御
日
取
の
を
御
一
定
さ
せ

ら
れ
る
な
ら
ば
實
に
結
構
な
事
S
信
ず
る
の
で
あ
る
。

　
A
コ
例
へ
ば
＝
一
月
二
十
一
日
午
後
十
一
時
五
十
九
分
五
十
八
秒
に
太
陽

が
春
分
鮎
を
通
過
す
れ
ば
二
十
一
日
が
春
分
－
こ
樗
へ
ら
れ
、
僅
か
藪
秒

後
に
通
過
す
る
噛
こ
き
に
は
二
＋
二
日
を
春
分
ミ
嘱
す
る
こ
ミ
を
思
ひ
至

れ
ば
三
月
二
十
一
日
を
春
分
「
こ
し
九
月
二
十
三
日
を
秋
分
ミ
定
め
る
事

も
一
向
差
支
へ
な
い
ε
信
ず
る
の
で
あ
る
。

　
或
は
こ
＋
一
口
ε
い
ひ
二
＋
二
日
ε
い
ふ
も
僅
か
一
日
の
差
で
あ
る

が
故
に
か
の
イ
ー
ス
タ
ー
祭
の
如
き
不
便
は
な
い
ε
考
へ
ら
れ
る
か
も

知
れ
な
い
け
れ
7
こ
も
、
實
は
イ
ー
ス
タ
ー
祭
は
一
つ
の
公
式
に
よ
っ
て

ロ
附
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
西
紀
↓
九
九
九
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
祭

は
四
月
四
日
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
は
四
月
二
十
三
日
で
あ
る
こ
一
こ
も

座
右
に
小
表
を
備
へ
れ
ば
直
ち
に
知
り
う
る
こ
囑
こ
で
あ
る
が
、
西
紀
一

九
二
八
年
の
春
分
、
秋
分
の
日
附
け
も
直
く
は
返
事
に
苦
し
む
ご
こ
ろ

で
あ
る
。

　
叉
物
事
重
事
一
様
に
定
め
て
終
へ
ば
生
活
が
軍
調
に
な
る
で
．
あ
ら
う

一
こ
い
ふ
人
も
あ
る
が
一
顧
の
値
．
な
き
考
へ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
な
ら
成
る

べ
く
生
溶
襟
式
を
複
雑
に
ε
心
掛
け
て
大
判
、
小
判
、
二
分
金
、
天
寳

銭
、
穴
明
き
銭
も
精
々
使
は
う
ミ
云
ふ
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
（
終
）

一
八

反
射
望
遠
鏡
の
研
究

影
の
窮
民

（
六
）

中
　
村
　
要

　
三
一
ご
三
惑
三
岡
a
b
c
の
捜
物
線
鏡
の
影
の
標
本
が
原
圖
よ
り
爲

眞
的
に
出
さ
れ
る
ま
で
に
強
さ
及
び
形
ま
で
多
少
攣
化
し
此
の
爲
に
大

き
な
誤
解
を
起
さ
ん
事
を
恐
れ
た
結
果
幸
ひ
私
の
鏡
が
圖
ε
同
じ
く
F

7
で
あ
の
且
つ
殆
ん
ウ
ご
完
全
な
鏡
で
あ
る
の
で
新
し
い
銀
面
に
よ
っ
て

面
倒
な
仕
事
で
あ
っ
た
が
影
の
詩
章
を
示
す
連
動
罵
眞
を
得
た
。
影
に

よ
り
仲
々
良
い
鏡
面
を
示
し
て
居
る
。
し
か
し
多
少
銀
の
磨
の
二
等
で

簿
さ
れ
て
は
居
り
影
が
下
方
で
早
く
進
み
過
ぎ
尤
が
良
き
古
物
線
鏡
の

影
の
様
子
が
知
れ
・
ば
充
分
で
あ
る
。
影
を
強
く
出
す
爲
に
直
線
の
ス

リ
ヅ
ト
を
使
用
し
た
事
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
二
は
曲
型
的
の
影
で

あ
る
。
僅
か
に
端
の
焦
鮎
を
外
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
大
崎
は
な
い
。

影
の
下
臥
の
示
す
鏡
形
は
帯
測
定
，
こ
よ
く
一
致
し
て
居
る
。

ア
ー
ヴ
づ
ン
グ
鏡
に
つ
き

　
ア
！
ヴ
イ
ン
グ
鏡
に
つ
き
諸
氏
に
お
す
、
め
す
る
に
つ
き
非
常
に
心

配
し
エ
リ
ソ
ン
氏
に
心
し
鏡
に
つ
き
て
の
意
見
を
求
め
た
所
重
要
な
返

信
が
あ
っ
た
。
原
文
の
通
り
創
出
す
る
。

　
塗
図
8
p
魚
子
①
h
。
同
筆
。
営
巳
。
昌
．
。
ロ
H
鼠
口
σ
q
げ
巨
げ
δ
ポ
H
．
日
毎
一
①
一
図
2
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一

壷
欝

　
　
　
　
タ

欝緊緊鋸
，
囑
．

《
’

’

苧導
く

醐
．
／
纂ゲ

　
ぎ
8
口
津
9
8
ε
廿
還
①
昌
9
ゴ
冒
『
q
8
島
。
　
叢
子
三
日
●

　
H
プ
p
〈
Φ
一
声
山
”
ぎ
”
o
門
プ
隠
宅
。
ユ
（
。
。
o
暮
仲
。
　
ヨ
ゆ
a
一
あ

　
8
コ
0
9
①
9
H
｛
謂
諺
ぎ
。
〈
卑
k
【
コ
・
。
霞
コ
8
p
訂
o
H
三
〇
「
ロ
ー

　
喜
写
G
。
D
。
§
。
酌
訂
壽
昌
触
Φ
・
・
隠
話
三
9
8
；
牙

　
8
「
器
象
8
！
！
9
9
子
①
　
ヨ
ヨ
ω
・
○
子
。
話
　
『
創
　
玄
『
q
・

　
H
剛
O
踏
O
謂
ω
ぎ
　
子
ω
ヨ
．
P
口
餌
陣
プ
暮
コ
。
［
①
〈
O
嵩
O
O
昌
O
O
馨
監
O
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

　
げ
ω
巴
お
①
三
囲
Φ
耳
目
肖
す
。
『
】
。
。
』
智
ヨ
＝
露
ξ
p

　
び
8
σ
q
ぎ
四
訂
巳
・
H
口
0
9
Φ
弓
9
義
二
日
。
σ
q
翫
m
‘
蕊
，
。
門

　
．
ω
＝
島
冒
琿
剛
。
門
丁
合
¢
、
9
p
草
片
蓄
切
　
帥
壱
塁
の
四
三
。
仲
。

　
訪
σ
q
毎
。
帥
帥
．
　
一
H
①
ゴ
p
g
o
該
。
コ
o
o
弓
ξ
o
o
8
鐵
。
蕊
ぱ
昌
一

　
需
吾
魯
8
ε
雫
団
　
8
団
。
訪
σ
q
霞
①
　
o
「
巨
器
．
冒
更
霞
亀
〉
・

　
｝
5
臼
自
き
二
二
）
3
く
Φ
チ
。
5
　
ぴ
幽
く
。
q
日
置
ず
9
①

　
器
く
費
ω
ρ
　
コ
】
醸
零
。
「
o
ω
2
H
け
δ
巳
o
ρ
P
臼
巧
9
二
8
ぴ
。

　
奮
§
巴
h
『
§
聾
・
①
漆
g
。
口
・
謎
ご
奮
9
垂
噌
霞
い

　
ヨ
。
。
ぎ
三
。
巴
ぞ
。
酔
冨
甘
簿
島
ぴ
p
畠
霧
三
。
。
。
冨
琶
■
H
【

・
　
冨
｛
。
貯
ω
冥
①
ゴ
冒
£
δ
σ
q
轟
く
。
9
Φ
器
自
0
2
。
「
p
び
銭

　
岩
臼
ρ
　
・
，
p
8
昌
σ
q
屯
ω
易
℃
①
。
一
7
ぎ
。
隔
日
昂
ぎ
㈹
デ
マ
碧

　
畠
巳
〇
三
霧
o
o
n
臣
0
　
8
益
訪
。
鋒
①
頓
　
o
h
g
o
　
乞
讐
ご
昌
巳

　
勺
ξ
ω
δ
巴
門
9
剛
）
o
蜀
8
蔓
・
　
目
三
ω
冒
o
h
8
自
。
。
o
ぎ
堅
目

　
。
8
ま
窪
0
2
げ
舞
営
Φ
器
ゆ
毛
p
円
昌
§
￥
8
。
岩
ロ
　
す
。
妄

　
。
h
塑
σ
q
p
圏
二
二
・
ぎ
》
曙
g
①
　
三
δ
び
藁
聾
H
「
吾
ぴ
q

　
巳
門
『
。
「
騙
び
越
。
・
g
暮
げ
　
H
p
日
ぎ
ロ
。
ノ
毒
図
三
9
①
g
①
島

　
ξ
冥
o
h
ぴ
釜
。
塁
ご
①
凸
。
ロ
ω
団
●

時
分
ひ
㍗
こ
い
悪
口
で
あ
る
。
エ
リ
ソ
ン
氏
の
様

な
優
秀
な
腕
を
有
す
る
人
か
ら
馬
鹿
正
直
に
言
へ
ば
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
鏡

は
此
の
様
な
も
の
か
も
知
れ
ぬ
が
言
葉
通
の
信
用
す
る
に
も
細
る
ま
い

直
接
ア
鏡
を
多
数
試
験
し
た
結
果
の
意
見
で
あ
り
次
単
に
此
れ
を
裏
書

す
る
例
が
あ
る
。
し
か
し
使
用
出
來
ぬ
も
の
で
は
な
い
が
好
成
績
を
得

ん
・
こ
す
る
に
は
考
え
も
の
で
あ
る
。
ア
鏡
．
も
無
論
完
全
な
も
の
も
あ
ら

う
が
一
般
に
カ
ル
バ
ー
ほ
ア
こ
の
良
い
も
の
が
な
い
。
ア
ー
ヴ
イ
ン
グ
氏

が
三
十
七
年
の
経
験
を
も
つ
て
も
鏡
製
作
者
の
刊
標
、
こ
せ
る
完
全
な
拗

物
無
尽
の
製
作
に
充
分
成
功
し
て
居
な
い
の
は
誤
な
き
事
實
で
あ
ら
う

ア
鏡
は
素
人
用
－
こ
し
て
充
分
で
あ
ろ
。
マ
ゥ
ン
チ
ン
グ
も
弱
い
が
使
え

ぬ
様
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
素
人
が
二
百
倍
ま
で
ω
倍
卒
で
集
光

力
を
目
的
・
こ
す
る
な
れ
ば
充
分
で
あ
る
ゆ
値
が
安
い
か
ら
少
々
悪
く
て

も
無
理
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
、
－
こ
に
か
く
ア
鏡
は
常
に
信
頼
は
出
藍
ぬ

ス
コ
ク
イ
ル
ド
氏
ア
ー
ヴ
イ
ン
グ
六
吋
牛
鏡

　
前
章
の
如
き
注
意
を
エ
リ
ソ
ン
氏
よ
り
受
け
凡
つ
素
入
諸
氏
に
封
し

悪
い
も
の
は
主
義
－
こ
し
て
す
・
め
た
く
な
い
の
で
ス
氏
に
依
頼
し
十
月

十
二
口
天
文
墓
を
訪
問
さ
れ
た
時
に
わ
ざ
／
、
持
参
さ
れ
試
験
後
十
九

目
再
び
ス
氏
の
宅
で
星
試
験
を
得
て
此
れ
を
公
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

僅
か
一
個
の
鏡
で
は
あ
る
が
可
な
り
ア
ー
ヴ
イ
ン
グ
鏡
の
性
質
を
示
し

て
居
る
。
硝
子
は
厚
さ
嘱
．
吋
錐
鮎
距
離
　
四
九
五
ミ
リ
磨
き
が
端
で
不

充
分
で
あ
る
。
鏡
は
諸
種
の
方
法
に
よ
り
不
規
則
な
る
を
認
め
直
交
二

軸
に
於
て
誤
を
よ
く
示
才
…
帯
測
定
を
得
た
。
六
四
ミ
リ
を
○
ミ
し
て
。

鏡
形
そ
の
も
の
ほ
不
規
則
な
双
曲
線
で
三
川
九
頁
の
ミ
同
襟
で
あ
る
。

一
九
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p
響

一
O
・
』
3
H

　
O
b
O

一
．
O
酌

　
。
O
O

i
・
O
O

げ
蟄

一
．
O
o
D

　
幽
O
O

一
●
H
9
3

一
。
O
o
D

一
．
　
o
D

牧
差
ミ
し
て
は
少
い
が
a
軸
の
七
五
ミ
リ
b

軸
の
六
四
ミ
リ
の
差
は
見
逃
せ
な
い
。
・
b

軸
の
全
影
で
は
確
か
に
・
b
軸
の
焦
鮎
距
離

が
異
る
。
a
b
勅
で
影
の
上
下
の
長
さ
が
異

ふ
四
方
向
か
ら
の
露
眞
及
び
眼
視
影
に
よ
っ

て
、
軸
の
七
五
ミ
リ
及
び
b
軸
の
六
四
ミ
リ
は
確
か
に
部
分
的
の
穴
で

且
つ
此
れ
は
左
右
殆
ん
で
三
下
的
で
あ
る
。
又
三
五
ミ
リ
以
内
穴
を
作

っ
て
居
り
端
に
タ
ー
ン
ダ
ウ
ン
が
僅
か
存
在
す
ろ
。
何
故
此
の
様
な
訣

鮎
が
出
來
た
か
9
最
初
磨
か
れ
た
時
に
は
多
分
双
曲
線
で
あ
っ
て
此
れ

を
閑
σ
譜
弱
．
①
す
る
時
に
H
b
。
巴
国
。
＝
ゆ
】
、
置
、
瞬
　
の
方
法
に
よ
っ
て
行
ひ
こ
れ

を
ま
つ
～
、
行
っ
た
爲
に
不
完
全
な
鏡
形
を
作
り
各
部
分
に
直
線
的
の
部

分
磨
き
の
跡
歴
然
た
る
も
の
で
あ
る
。
a
軸
の
眼
親
影
で
は
影
が
二
つ

出
漏
る
。
此
れ
位
の
訣
瓢
の
あ
る
も
の
を
見
逃
し
た
の
は
ま
つ
い
。
影

の
進
行
は
不
規
則
で
硝
子
面
の
凸
凹
の
著
し
い
の
を
示
す
が
硝
子
質
不

良
の
爲
ら
し
い
。
色
ん
な
鮎
で
エ
リ
ソ
ン
氏
の
指
摘
せ
る
鋏
貼
が
出
て

居
る
。
不
必
要
に
精
密
な
試
験
に
よ
り
あ
ら
探
し
を
し
た
か
牧
差
は
〇

ニ
ミ
リ
以
内
で
少
い
故
に
通
常
の
屈
折
に
比
し
劣
ら
ざ
る
像
は
出
回
る

像
は
少
し
く
ア
ス
チ
グ
マ
チ
ツ
ク
で
あ
り
干
渉
輪
は
多
少
鳳
れ
て
房
る

火
星
に
於
て
六
識
牛
二
三
〇
ミ
カ
ル
バ
！
ハ
吋
牟
を
一
価
牛
二
三
六
稀

，
こ
比
較
す
れ
ば
確
か
に
像
の
鏡
さ
が
異
ふ
。
が
随
分
良
い
像
で
素
人
用

「
こ
し
て
此
れ
だ
け
見
え
れ
ば
満
足
で
あ
る
。
接
近
せ
る
重
星
観
測
は
困

難
で
遊
星
の
精
密
な
研
究
観
測
に
は
向
か
ぬ
。

二
〇

ス
氏
六
吋
牛
鏡
の
影
の
爲
眞

　
・
b
爾
軸
の
影
で
・
に
於
て
は
七
五
ミ
リ
の
穴
が
強
く
出
て
居
る
。

F
九
で
あ
る
か
ら
影
は
弱
い
。
a
の
影
は
上
下
に
長
く
b
の
影
は
左
右

－
一
2
陣
て
、
Q

駈
潅
」
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
作
者
は
試
験
に
達
て
峡
鮎
を
認
め

　
　
　
　
　
　
　
鍵
　
、
、
　
且
つ
此
れ
を
直
し
得
る
場
合
罷
り
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

幅

馬
　
．

．
　
♪

、
覇
。

｛
礪

聾
レ
・
，

㌻ω
な
い
　
三
個
の
エ
リ
ソ
ン
鏡
に
於
て
同

氏
の
ぐ
一
れ
る
試
藩
法
郎
ち
影
の
試
験
及

び
中
央
及
び
端
の
差
に
よ
る
パ
ラ
ボ
ラ

化
の
方
法
及
び
星
試
験
に
よ
れ
ば
鋏
鮎

は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
し
あ
っ
て
も
此

れ
を
直
す
事
は
殆
ん
，
ご
出
來
ぬ
。
森
下

氏
の
四
吋
牟
は
帯
測
定
で
は
牧
差
は
あ

る
が
影
に
於
て
は
影
な
く
一
度
に
漕
失

し
中
央
穐
こ
端
の
差
は
拠
物
線
鏡
¶
こ
認
め

て
差
支
え
な
い
。
影
に
よ
る
表
面
は
極

め
て
李
旦
ア
ー
ヴ
イ
ン
グ
鏡
－
こ
全
然
ち
が
ふ
。

　
反
射
で
は
最
も
重
要
な
も
の
は
完
全
な
樋
物
線
鏡
で
あ
る
。
ハ
ー
セ

ル
以
來
撒
十
人
の
人
等
が
此
の
的
を
射
る
爲
に
戦
っ
た
。
ウ
イ
ス
は
介

一
歩
の
所
で
つ
ま
づ
き
近
年
に
到
っ
て
カ
ル
バ
ー
が
よ
う
や
く
到
著
し

リ
ワ
チ
ー
エ
リ
ソ
ン
も
成
功
し
た
。
試
み
た
人
は
多
い
。
し
か
し
眞
に

天
罷
槻
測
の
要
求
す
る
最
良
の
鏡
製
作
に
成
功
し
た
人
は
稀
で
あ
る
。
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最
近
の
進
歩
せ
る
熟
練
の
手
に
成
る
鏡
は
試
験
法
が
完
全
な
だ
け
屈
折

よ
り
良
い
も
の
が
作
ら
れ
観
測
に
は
完
全
で
あ
る
。
し
か
し
今
後
の
進

歩
は
明
ら
か
で
あ
る
故
に
完
全
ミ
は
言
は
れ
な
い
。
近
い
將
來
に
於
て

カ
ル
バ
ー
程
の
熟
練
家
が
現
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
例
、
凡
ば
百
年
前
の

フ
ラ
ン
ホ
ー
ヘ
ル
或
は
三
＋
年
前
の
ク
ラ
ー
ク
程
の
レ
ン
ズ
エ
は
現
在

無
い
。
拠
物
線
鏡
は
全
然
理
論
で
は
改
良
出
來
な
い
。
過
去
を
見
れ
ば

反
射
鏡
に
成
功
せ
る
入
は
縮
て
素
人
観
測
家
で
あ
る
。
商
費
入
よ
り
は

良
い
も
の
を
作
っ
て
居
る
。
鏡
の
質
を
定
め
ろ
微
量
の
球
面
牧
差
は
星

の
観
測
に
経
験
．
あ
る
も
の
な
ら
で
は
扱
え
な
い
。

短
碧
①
蜜
q
自
臨
巳
ユ
8

　
底
物
線
鏡
は
試
験
に
立
て
多
少
の
牧
差
を
認
め
て
も
實
際
使
っ
て
、

見
て
最
良
の
も
の
こ
差
は
殆
ん
さ
無
い
。
二
重
星
の
分
離
等
完
全
で
少

々
牧
差
を
起
す
フ
ぜ
ダ
ン
ス
を
使
っ
て
も
實
際
上
殆
ん
、
字
ご
完
全
で
あ
る

し
か
し
此
れ
は
口
径
に
よ
っ
て
干
渉
像
が
定
っ
て
居
る
爲
で
あ
る
、
六

吋
牟
二
百
倍
位
の
中
倍
率
で
は
分
か
ら
な
い
け
れ
さ
も
極
限
に
近
い
五

百
倍
も
使
ふ
た
場
合
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
又
此
れ
を
遊
星
に
適
用
し

た
場
合
に
於
て
通
常
ち
つ
ε
見
た
位
で
は
差
は
分
か
ら
な
い
が
其
の
極

め
て
少
さ
い
或
は
淡
い
も
の
・
存
在
、
形
歌
等
を
研
究
す
る
場
合
非
常

に
鏡
の
質
で
差
が
出
て
來
る
Q

　
遊
星
表
面
の
精
密
な
研
究
に
な
る
ε
鍍
銀
の
質
も
随
分
重
要
な
も
の

で
不
卒
等
な
銀
の
厚
さ
で
焦
鮎
が
極
れ
る
結
果
遊
星
に
訂
し
面
白
く
な

い
影
響
を
及
ぼ
す
。
特
に
立
面
鏡
の
鍍
銀
は
非
常
な
注
意
で
行
ひ
磨
き

も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
上
向
き
，
こ
下
向
き
噌
し
は
五
能
の
二
三
ミ
リ
前

の
圓
形
像
の
中
に
見
え
る
干
渉
像
を
見
る
・
こ
上
向
き
の
鍍
銀
は
輪
の
鋭

さ
を
か
く
。

　
ロ
径
ば
か
り
が
能
で
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
よ
け
い
に
は
見
え
な
く
て

も
確
か
に
見
え
襯
測
が
よ
く
揃
ふ
事
の
方
が
重
要
だ
。

精
細
な
遊
星
模
様
の
観
測
能
牽
が
鏡
の
質
の
最
高
試
験
で
あ
る
。

反
射
鏡
経
緯
豪

　
圖
は
カ
ル
バ
ー
経
緯
毫
の
も
の
で
現
在
ス
コ
フ
イ
ル
ド
氏
の
許
に
あ

る
も
の
は
殆
ん
ざ
同
じ
も
の
で
あ
る
Q

ん
　
筒

B
　
鏡
セ
ル
。
ア
ジ
ャ
ス
ト
の
三
足
を
共
ふ
。
C
　
鏡
の
孟
を
こ
る
戸

n
　
ア
イ
ピ
ー
ス
　
　
E
　
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

R
　
ω
§
量
昌
σ
q
肖
。
9
　
E
　
Ω
9
9
や
α
　
高
度
の
動
面
輪

1
，
　
水
毒
響
動
の
ク
ラ
ン
プ
　
工
鵠
。
o
冨
㎞
9
艮
（
○
。
ざ
芝
目
。
ユ
0
8

　
観
測
時
に
は
1
1
1
を
ゆ
る
め
て
E
で
天
罷
を
D
の
覗
見
に
入
れ
H
I

を
し
め
高
度
の
方
は
G
の
輪
を
廻
し
水
毒
の
方
は
丁
を
廻
す
。

　
経
緯
皇
で
高
倍
傘
で
西
微
動
装
置
を
．
便
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
を
取
る
の
は

巨
魁
面
倒
で
あ
る
。
此
の
構
造
で
殆
ん
で
天
頂
ま
で
観
測
出
至
る
。

反
射
鏡
像
の
特
異

　
反
射
鏡
の
像
は
し
ば
し
ば
妙
な
事
を
や
る
。
屈
折
を
使
ふ
入
に
は
分

か
り
難
い
が
重
ん
さ
筒
石
に
原
因
を
有
し
て
居
る
。
星
の
干
渉
像
は
屈

折
に
比
し
輪
が
患
い
位
で
撮
り
氣
つ
か
ぬ
が
遊
星
像
の
観
測
が
出
來
ぬ

二
一
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．
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ア

職

位
筒
内
の
氣
流
に
憎
ま
さ
れ
る
事
が
あ
る
。
非
常
に
よ
く
晴
れ
た
U
に

多
い
事
で
あ
る
が
像
が
二
つ
も
三
つ
も
出
師
て
ゆ
る
ノ
、
重
り
合
っ
た

り
分
れ
た
6
す
る
。
無
風
の
岸
里
の
上
部
の
氣
流
が
冷
却
す
る
爲
に
丸

で
鋭
い
像
が
拙
來
ぬ
様
な
事
が
あ
る
。
筒
口
の
上
端
に
相
等
す
る
部
分

に
像
の
一
方
が
鑑
れ
る
事
さ
え
起
る
、
、
簡
㍑
な
方
法
ε
し
て
筒
を
歎
分

間
鏡
の
ま
，
ご
を
開
い
て
天
頂
に
向
け
る
ε
よ
い
。
木
製
の
筒
は
は
る
か

に
此
れ
し
醸
し
有
力
で
あ
．
つ
て
ア
イ
ン
ス
レ
ー
氏
の
縄
験
に
よ
れ
ば
木

製
筒
の
九
吋
の
像
が
金
属
筒
の
八
吋
牟
よ
り
静
か
な
位
良
い
。
板
金
を

ニ
ニ

ま
け
て
作
っ
た
筒
は
ド
ー
ム
内
で
な
い
・
こ
屋
外
で
は
甚
だ
不
成
績
で
あ

る
自
分
で
木
鼠
の
六
三
牟
ε
金
屡
筒
の
十
吋
を
夕
方
か
ら
同
時
に
使
用

を
始
め
午
前
に
な
る
、
こ
筒
口
か
ら
三
十
セ
ン
チ
も
内
に
な
る
十
吋
の
小

鏡
が
露
が
つ
き
筒
に
露
が
流
入
る
位
に
な
っ
て
も
筒
口
か
ら
十
セ
ン
チ

位
し
か
な
い
六
田
李
の
方
は
一
向
何
ミ
も
な
い
事
も
あ
り
。
銀
の
生
命

も
大
差
が
あ
る
。

　
室
が
静
か
に
な
り
状
況
が
よ
く
な
る
，
こ
屈
折
で
味
い
得
ざ
る
鏡
い
像

を
特
に
遊
星
に
與
え
る
。

　
ア
イ
ン
ス
レ
ー
氏
に
英
海
軍
士
宥
で
近
年
木
星
に
獅
し
有
力
な
る
親
測
た
ぜ
ろ

素
人
魏
三
家
で
又
鏡
襲
作
者
ピ
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
白
用
ピ
し
て
八
吋
牛
カ

　
ル
パ
ー
赤
鼻
儀
オ
自
作
の
九
曜
経
緯
・
憂
な
持
っ
て
居
り
九
吋
鏡
に
も
こ
一
曉

　
天
薄
明
中
遊
星
観
測
な
す
る
爲
に
鏡
に
双
曲
線
に
わ
ざ
一
作
ら
れ
六
が
エ
リ

　
ソ
ン
氏
に
よ
り
後
に
コ
ソ
グ
シ
ナ
ン
を
へ
す
爲
門
に
「
o
訪
㎎
q
o
ざ
れ
六
〇

　
綬
リ

　
遊
星
親
測
に
甚
だ
悪
“
シ
ー
イ
ン
グ
に
出
會
つ
六
な
れ
ば
常
に
絞
り
が
有
妓
で

あ
る
が
重
り
に
絞
る
事
ほ
宥
害
で
あ
ろ
。
六
国
牛
で
四
吋
位
ま
で
・
以
上
小
鏡

　
の
存
在
が
著
し
♂
ヂ
フ
ラ
ク
シ
ナ
ン
私
起
し
不
鮮
明
こ
な
る
。
六
吋
牛
以
下
六
〇

　
五
、
五
〇
五
四
・
五
吋
等
の
各
種
爆
紙
で
作
っ
て
鏡
の
上
に
お
く
か
或
に
ア
ッ

　
ヤ
ス
ト
が
正
し
け
れ
ば
勧
口
で
も
よ
い
。
鏡
に
タ
ー
ン
ダ
ウ
ン
或
匡
強
い
双
山

　
線
の
時
適
常
な
ろ
絞
り
に
高
倍
率
に
使
立
ゐ
。

完
全
な
色
消
に
よ
る
反
射
の
特
鮎
二
三

　
最
初
に
果
け
る
べ
き
は
眼
視
ミ
同
焦
鮎
に
於
て
爲
互
用
に
出
埋
る
事

で
下
履
牟
級
ミ
し
て
は
月
蝕
爲
眞
の
如
き
も
の
は
充
分
成
罰
し
得
る
も

の
で
若
し
時
計
仕
懸
に
な
れ
ば
種
々
た
る
方
面
に
利
用
し
得
る
。
此
れ
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等
は
高
野
な
る
p
V
レ
ン
ズ
を
除
け
ば
屈
折
は
此
の
黙
に
甚
だ
劣
る
σ

通
常
の
屈
折
色
清
レ
ン
ズ
で
は
新
星
の
場
合
一
一
次
牧
差
に
よ
り
往
々
特

異
な
像
を
作
る
も
の
で
あ
る
。
古
い
新
星
例
え
ば
白
鳥
第
三
新
星
の
如

き
屈
折
で
は
仲
々
や
つ
か
い
な
も
の
で
あ
る
。
此
れ
等
は
反
射
で
は
都

合
が
よ
い
。
相
等
な
高
倍
牽
で
微
光
の
憂
光
星
、
或
は
色
の
強
い
星
の

光
度
目
測
に
は
反
射
は
確
か
に
良
い
。

　
反
射
で
星
の
色
の
美
し
い
事
は
格
別
で
あ
る
。
散
開
星
雲
の
美
は
反

射
で
な
い
ざ
分
か
ら
な
い
。

反
射
望
逡
鏡
の
集
光
力

　
眼
視
光
度
目
測
に
な
れ
て
居
な
い
入
等
に
よ
っ
て
今
ま
で
嚢
表
さ
れ

た
反
射
鏡
の
集
光
力
は
常
に
少
な
く
見
過
ぎ
ら
「
れ
て
居
る
。
ラ
エ
ブ
の

。
Φ
蕾
愛
。
喜
騨
の
第
一
巻
二
頁
に
は
六
号
牟
反
射
鏡
が
五
吋
四
分
三
の

屈
折
位
、
最
近
の
ω
覧
．
口
曳
。
目
。
h
臣
．
プ
。
簿
く
．
昌
・
。
に
ア
イ
ン
ス
レ
i
氏
は
新
し

い
銀
で
五
拾
牟
古
い
銀
で
五
吋
屈
折
位
－
こ
し
て
居
る
。
集
光
力
其
の
も

の
は
大
罷
此
れ
位
で
あ
る
が
少
々
少
な
過
ぎ
る
。
小
口
径
の
屈
折
で
は

硲
子
が
薄
い
の
で
光
の
牧
吸
が
少
い
爲
に
同
口
径
の
反
射
よ
り
僅
か
集

光
力
は
多
く
約
＋
二
吋
で
屈
折
反
射
同
氏
光
力
に
な
り
十
八
吋
に
な
れ

ば
反
射
の
安
か
優
れ
て
居
る
一
こ
さ
れ
て
居
る
。
事
實
自
分
の
経
験
に
よ

る
重
信
吋
ε
比
し
て
六
吋
牟
は
六
吋
位
の
明
る
さ
し
が
無
い
が
其
の
見

得
る
極
限
の
星
は
殆
ん
，
ご
七
賦
ε
等
し
い
。
ヤ
ー
キ
ス
天
文
毫
の
パ
ー

ク
ハ
ー
ス
ト
氏
の
六
吋
ブ
ラ
シ
ア
ー
鏡
の
経
験
に
よ
る
に
古
い
銀
に
か

・
わ
ら
す
次
の
如
き
結
果
で
あ
る
。
＋
四
年
の
管
下
。

　
詣
臨
　
粛
樹
　
　
茸
π
O
鰍
　
桃
樽
．
唱
v
辞
π
野
e
　
鯉
讐
耀
芯

　
①
耳
M
．
Ψ
理
財
「
δ
O
　
卜
。
軌
　
　
　
這
．
㊤
嚇
　
　
　
　
　
一
ト
っ
始

這
ロ
斗
随
，
Ψ
Ψ
M
一
団
刈
軌
　
卜
9
ω
　
　
　
＝
．
“
　
　
　
　
　
　
　
一
A
．
g
◎

心
O
耳
　
　
　
　
　
　
　
刈
α
O
　
一
㊤
　
　
　
　
一
刈
・
O
　
　
　
　
　
　
　
　
一
①
・
G
o

　
此
れ
に
よ
っ
て
見
る
ε
同
口
樫
の
屈
折
に
比
し
劣
っ
て
居
ら
な
い
。

此
れ
は
完
全
な
色
清
に
よ
る
鋭
い
像
に
よ
る
も
の
ε
思
は
れ
る
Q
叉
星

雲
の
落
勢
に
は
反
射
の
方
が
青
色
光
線
の
反
射
の
優
れ
る
爲
に
確
か
に

明
る
い
。
六
吋
牛
の
反
射
で
完
全
な
實
力
は
六
吋
牛
の
屈
折
ε
同
等
で

例
之
銀
が
少
々
古
く
て
も
屈
折
の
五
吋
牟
の
集
光
力
は
あ
る
。
四
竹
孚

位
の
反
射
は
比
較
的
損
で
あ
る
。

　
反
射
鏡
使
用
の
大
敵
は
漁
氣
ε
悪
き
察
氣
で
あ
る
。
内
地
は
此
の
鮎

に
甚
だ
不
適
當
で
あ
っ
て
反
射
の
能
傘
は
充
分
あ
が
ら
な
い
コ
屈
折
は

此
の
鮎
で
反
射
ほ
さ
影
響
さ
れ
な
い
。
寝
言
は
使
用
上
面
倒
く
さ
く
て

も
注
意
深
い
取
扱
で
防
ぐ
事
が
出
捲
る
が
直
接
像
に
は
影
響
～
な
い
。

む
し
ろ
烈
し
い
漁
氣
は
反
っ
て
シ
ー
イ
ン
グ
を
良
く
す
る
。

　
悪
い
蓋
置
も
集
光
力
を
主
ε
す
る
彗
星
憂
光
星
の
槻
測
に
は
殆
ん
曹

差
支
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
二
重
星
の
研
究
も
可
な
り
な
塞
氣
で
充
分

で
あ
ろ
。
此
れ
等
の
目
的
に
は
小
口
径
よ
り
大
鑑
樫
が
黒
地
例
し
て
優

れ
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
星
の
干
渉
像
が
明
白
に
見
え
る
日
は
日
本

で
は
暑
く
少
い
。
此
の
様
な
日
で
な
け
れ
ば
反
射
は
屈
折
よ
り
劣
っ
て

見
え
る
。
此
れ
は
悪
い
シ
ー
イ
ン
グ
の
爲
で
反
射
が
劣
れ
る
爲
で
な
い

漣
星
に
封
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

一…

O
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素
人
は
遊
星
を
主
た
る
目
的
物
ミ
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
遊
星
に
封

し
て
言
え
ば
大
分
歌
況
が
異
る
。
遊
星
に
虚
し
て
標
準
シ
ー
イ
ン
グ
で

七
以
上
に
な
ら
ぬ
一
こ
反
射
の
軸
力
が
出
な
い
し
五
以
上
で
な
い
ざ
観
測

す
る
高
値
が
な
い
。
自
分
は
日
本
の
李
均
の
シ
ー
イ
ン
グ
を
知
ち
な
い

か
先
づ
六
乃
至
七
位
で
あ
ら
う
．
此
れ
ε
ロ
径
，
こ
關
係
さ
せ
て
み
る
一
こ

最
も
有
奴
な
口
径
は
六
吋
牟
乃
至
論
題
牛
に
な
り
十
吋
を
越
え
れ
ば
李

常
の
日
に
観
測
す
る
指
値
は
な
い
。
よ
け
い
に
は
見
え
る
が
観
測
が
甚

だ
困
難
で
あ
る
。
夢
路
牟
で
六
位
¶
、
一
す
る
ε
亭
常
の
日
な
ら
屈
折
の
五

吋
牟
、
八
沼
牛
な
ら
七
六
電
位
に
な
る
。

　
眞
に
良
い
シ
ー
イ
ン
グ
が
得
ら
れ
る
時
に
は
口
径
が
大
き
く
な
っ
て

も
長
径
だ
け
の
利
猛
が
あ
る
。
大
口
径
は
不
適
當
不
必
要
等
は
言
は
れ

な
い
が
充
分
な
實
力
の
出
る
機
會
は
至
っ
て
少
い
。
通
常
の
窒
素
の
下

で
は
雷
撃
乃
至
九
吋
が
好
成
績
で
あ
る
は
つ
で
あ
る
。

　
大
物
径
の
は
出
來
た
ち
求
め
る
に
越
し
た
事
は
な
い
が
心
入
－
こ
し
て

費
用
の
鮎
で
六
吋
李
位
で
辛
抱
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
凡
ゆ
る
手
段

で
其
れ
を
活
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
所
で
日
本
に
於
け
る
李
詩
の
シ
ー
イ
ン
グ
は
田
舎
で
標
準
ス
ケ
ー
ル

の
六
七
位
ミ
考
え
て
誤
り
は
な
か
ら
う
又
九
の
如
き
絶
好
の
シ
ー
イ
ン

グ
も
し
ば
，
～
來
る
。
英
國
に
於
て
は
雨
霧
六
の
條
件
で
反
射
鏡
全
盛

客
開
口
。
β
”
一
σ
q
一
。
目
詰
ぐ
」
さ
え
言
は
れ
中
口
径
の
屈
折
は
丸
で
素
人
で
新
し
く

求
め
る
入
の
無
い
位
ま
で
使
は
れ
其
の
成
績
に
於
て
歴
史
上
充
分
屈
折

に
封
抗
し
て
居
る
の
で
あ
り
且
つ
自
分
の
経
験
に
よ
っ
て
も
反
射
鏡
を

二
四

素
人
諸
氏
の
有
力
な
る
武
器
く
』
し
て
大
い
に
お
す
、
め
し
た
い
。

　
以
上
は
高
倍
卒
を
使
ふ
場
合
で
あ
る
が
低
倍
愚
な
ら
も
つ
，
し
使
え
る

爲
眞
作
業
に
点
て
も
悪
い
塞
氣
ω
爲
に
そ
れ
ほ
曹
さ
ま
た
け
ら
れ
す
大

口
径
に
な
っ
て
も
多
少
時
間
が
か
」
る
だ
け
で
充
分
使
え
る
。
京
都
の

塞
で
さ
え
｝
二
＋
吋
の
爲
眞
鏡
の
使
用
は
可
能
で
あ
る
。

　
叉
大
口
径
の
得
意
－
こ
す
る
分
光
若
鷺
に
は
大
ロ
径
で
も
使
え
る
。
此

の
方
面
に
は
透
明
な
室
氣
の
方
が
重
要
で
あ
る
。

　
か
く
考
え
て
見
れ
ば
大
小
口
径
－
こ
も
充
分
に
使
え
る
。
反
射
は
屈
折

ミ
ち
が
っ
て
維
持
に
手
間
も
金
も
く
ふ
け
れ
，
こ
も
少
し
も
使
え
な
い
く
」

い
ふ
理
由
に
な
ら
ぬ
。
た
“
使
用
者
の
注
意
次
第
で
あ
る
。

　
日
本
に
於
て
邑
智
天
文
趣
味
が
甚
だ
高
ま
り
つ
、
あ
る
。
其
の
結
果

ε
し
て
観
測
も
盛
ん
に
な
り
つ
蕊
あ
る
。
眠
れ
も
ぶ
つ
つ
か
る
問
題
は

望
遠
鏡
を
求
め
る
事
で
あ
ら
う
。
殊
に
観
望
よ
り
進
ん
で
研
究
的
観
測

を
始
め
る
時
に
は
少
な
く
ぐ
」
も
五
心
は
必
要
で
あ
る
。
素
潜
に
封
し
て

は
値
段
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。

　
素
入
用
こ
し
て
屈
折
な
ら
三
吋
は
入
用
で
あ
る
が
土
星
の
輪
が
鮮
明

に
見
え
な
い
程
度
の
不
完
全
な
高
等
玩
具
の
三
絃
で
も
二
〇
〇
圓
は
か

・
る
。
高
倍
量
に
た
え
得
て
各
種
の
研
究
に
活
用
し
得
る
も
の
な
れ
ば

六
〇
〇
圓
位
は
充
分
に
か
Σ
る
。
冨
～
に
よ
く
見
る
爲
ハ
に
四
叶
．
こ
い
え
ば

毒
筆
は
か
し
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
反
射
に
於
て
は
高
級
の
三
吋
－
こ

同
じ
設
備
を
し
た
五
吋
で
も
二
百
五
十
圓
位
で
出
盛
る
。
叉
研
究
槻
測

用
こ
し
て
完
全
な
研
究
を
な
し
得
る
六
前
軍
で
も
高
級
三
吋
よ
の
廉
慣
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で
あ
る
。
母
ち
ら
が
良
い
か
そ
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
反
射
は
良
い
も
の
で
は
あ
る
が
鍍
銀
だ
S
か
其
他
注
意
を
要
す
る
事

項
が
甚
だ
多
く
始
め
て
望
蓮
鏡
を
持
つ
人
に
は
飴
り
に
重
荷
で
あ
る
成

る
べ
く
避
け
た
い
。
屈
折
三
吋
を
使
っ
て
よ
り
よ
い
も
の
が
望
ま
れ
る

時
に
は
反
射
鏡
を
す
・
め
る
。
反
射
鏡
を
使
ひ
得
る
自
信
が
あ
れ
ば
使

ふ
べ
し
。
又
素
入
ミ
し
て
も
観
望
用
な
ら
屈
折
が
よ
い
。
一
箇
月
に
一

回
位
出
し
て
覗
く
の
で
は
反
射
の
奴
力
が
な
い
。
叉
學
校
等
の
設
備
品

霊
し
て
は
誰
れ
か
充
分
に
世
話
し
得
る
人
が
無
け
れ
ば
止
め
た
方
が
よ

か
ら
う
。

　
反
射
三
猿
鏡
は
過
去
に
於
て
も
現
在
に
於
て
も
殆
ん
♂
素
人
の
手
で

獲
達
し
使
用
さ
れ
て
居
る
。
反
射
は
使
用
者
自
身
の
研
究
用
に
極
度
に
、

利
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
．
る
。
そ
れ
で
こ
そ
反
射
の
眞
の
儂
値
は
分

か
る
。
像
が
悪
い
ε
い
ふ
入
も
あ
る
し
か
し
多
く
そ
れ
は
悪
く
し
て
居

る
の
だ
。
反
射
の
使
用
に
な
れ
骨
を
諾
え
た
ら
撒
倍
の
償
格
の
同
口
径

の
屈
折
に
比
し
長
時
間
の
使
用
に
観
測
の
容
易
さ
に
又
確
か
な
實
力
に

ベ
ー
タ
な
も
の
で
あ
る
。

　
近
來
筆
者
の
文
に
よ
り
可
な
り
反
射
鏡
に
注
目
さ
れ
出
し
た
様
で
あ

る
。
反
射
は
日
本
に
於
て
使
ひ
に
く
い
も
の
に
ち
が
い
な
い
が
使
ふ
入

の
注
意
吹
第
で
あ
る
。
反
射
鏡
の
輪
入
其
他
一
切
の
事
項
出
來
る
だ
け

の
助
力
は
し
た
い
。
最
後
に
今
後
六
吋
牟
が
屈
折
ほ
，
ご
あ
る
時
の
來
る

べ
き
を
豫
想
し
同
時
に
一
人
で
よ
い
熟
練
な
鏡
製
作
者
の
出
で
ん
事
を

切
望
す
る
。
全
章
に
わ
た
っ
て
素
人
の
爲
の
反
射
S
い
ふ
事
が
主
た
る

目
的
で
殆
ん
や
」
知
っ
て
お
く
べ
き
事
は
総
て
記
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
甚
だ
不
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
自
分
の
望
む
所
は
良
き
反
射

鏡
に
望
山
三
韓
を
與
え
ざ
ら
ん
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
二
十
七
日
稿
了
）

　
　
反
射
遭
遠
鏡
の
研
究
の
研
究
は
大
智
氏
の
言
に
よ
り
使
用
せ
る
も

　
　
の
で
原
意
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
中
村
）
。

≧

天
文
皇
助
手
中
村
要
氏
は
一
年
志
願
兵
ミ
し
て
十
二
月
一
日
伏

見
野
砲
兵
二
＋
二
聯
隊
轟
入
管
同
一
の
多
忙
の
爲
當
分
質
問
は

ひ
か
え
ら
れ
た
し
故
に
一
年
間
同
氏
よ
り
の
原
稿
は
當
分
中
絶

京
都
市
野
伏
豊
野
砲
兵

　
　
ご
十
二
聯
隊
第
一
中
隊

　
　
　
志
願
兵
中
　
村

ご
五

要


